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　SDGsの内容を理解しSDGs達成に向けた方針及び取組を下記のとおり宣言します。

記

SDGs達成に向けた経営方針等

要件２の関連

する番号

2024年2月20日

SDGs達成に向けた宣言書

申 請 者

所在地 栃木県小山市中央町3-7-1 ロブレビル6F

名　称 株式会社　エイジェックファーム

代表者 荘司 拓紀

当社グループは、「人材」「雇用」「事業」という3つの開発を柱に、当社理念として「当たり前のことを当

たり前に」取組むことで、SDGsの実現を目指しております。

地域の活性化を呼込む産業創出や雇用の開発、またスポーツやイベントなどを通した教育啓発などの企画・実

施を継続していくとともに、SDGsに関する研究及び、その成果の発信さらに同活動を永続的に行うために各

種機関・団体・企業と常に連携しながら、これからを見据えた議論・活動を継続してまいります。

３側面 SDGｓ達成に向けた重点的な取組 2030年に向けた指標

環境　　

社会　　

経済

環境：廃棄野菜の削減、フードロ

ス削減に取り組む。

販売に向かない野菜（形が悪い等）は、

加工食品の材料や飲食店で調理提供し、

廃棄野菜の出ない工夫をする。加工食品

で出た廃材についてもさらに加工し商品

化に努める。野菜の外皮などは堆肥とし

て再利用する。

11  18  21  26  28 

 29  34

環境　　

社会　　

経済

社会、経済：地域の活性化を呼込

む産業創出や雇用の開発を行いま

す。

オートメーション化よりも先に、地域の

雇用創出を優先し、アスリートのセカン

ドキャリアや障がい者、外国人材の雇用

を積極的に推進している。栃木地産品を

県外へPRするため、都内を中心に栃木

県アンテナショップを展開している。

1  2  5  7  32  34  

35

環境　　

社会　　

経済

環境：温室効果ガス削減と再生可

能エネルギーへの取組み。

露地農地を拡大し、緑を増やすと同時

に、堆肥などは飲食店で出た材料の切れ

端、食品加工で出た端材などを再利用し

ている。農薬に関しても、減農薬を基本

に、使用する場合でも環境に配慮された

市販品を使用している。
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なお取組が複数の分野にまたがる場合は、それぞれの分野を入力してください。

・要件２に記載した取組との関連性がある場合には、「要件２の関連する番号」に番号を記載して

ください。

【記載留意点】

・上記については「SDGs達成に向けた経営方針等」を記載いただくとともに、「SDGｓ達成に向け

た具体的な取組のチェックリスト」（様式第３号）に記載いただいた取組を踏まえ、

「SDGs達成に向けた重点的な取組」を記載してください。

・指標は、原則として数値目標を記載してください。

・「環境」、「社会」、「経済」の３側面のすべてについて重点的な取組を記載してください。


